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平成２９年度 安全施工研究発表会を開催

【審査結果】
最優秀賞
辻建設(株) 伊東 聡史
「Ｈ２９ 滝谷第１号砂防堰堤工事における土石流対策について」

優秀賞
中越興業(株) 松田 孝之
「砂防堰堤工事における「見える化」について」

(株)高田組 橋場 洋平
「若手技術者と現場の安全について」

奨励賞
新栄建設(株) 中林 善太
「Ｈ２９ 新湯第2号砂防堰堤工事における安全対策について」

(株)岡部 川嶋 大樹
「Ｈ２９ 有峰地区渓岸対策(二の谷)工事における

安全対策について」

酒井建設㈱ 柳瀬 研正
「砂防堰堤工事における安全対策について」

富山地鉄建設(株) 五十嵐 剛志
「保線補修工事における気象情報収集について」

建設マネジメント北陸・技建開発(株)ＪＶ
内堀 涼二

「山腹工におけるＵＡＶを用いた砂防設備巡視点検」

表 彰 式

受賞者・協議会役員との記念撮影講 評
（富山労働基準監督署長）

論文発表状況
（最優秀賞者）

主催者挨拶
工事安全対策協議会長（立山砂防事務所長）

特別講演
「砂防工事における水質事故対応について」

【議事次第】
論文発表及び質疑応答（全８編）
特別講演 ：「砂防工事における水質事故対応について」

～やるべきこととやってはいけないこと～
有限会社メディアプランニング 鶴田代表取締役

審査結果発表 審査委員長：北陸技術事務所長
表 彰 ： 工事安全対策協議会長
講 評 ： 富山労働基準監督署長

【立山砂防関係工事安全施工管理技術研究発表会】
日 時 ： 平成30年2月22日（木）13：00～17：00
会 場 ： ボルファートとやま ２階真珠の間

会場の様子当発表会は、平成８年１２月６日に発生した蒲原沢
土石流災害を教訓として、砂防工事における安全施工
管理技術の向上と安全対策や創意工夫などの情報共有
を目的として、平成11年度より開催しており、今回で
19回目となります。

関係者220名（後援機関等50名、コンサル等34名、
工事関係受注者136名）が参加しました。

本年は30編の応募論文から、他の工事の参考となる
という観点で審査を行い、８編の論文を選出し、発表、
表彰しました。また、特別講演では、有限会社メディア
プランニング 鶴田裕一様より、油流出事故の内容と、
その拡散防止・回収方法についてお話しがありました。


